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今世紀における肢も思いきった教育の実践δとして知
られるイギリスのニイル (A.S.NeiJl. 1883.10.17-
1973 . 9 . 23)は.その90年に近い生涯に.単行本だけ
だけでも20冊ものち物を著わし，自分の主張と実践につ
いて，大胆に，そして》率直に話っている。LI本では，依
新田静志によってH白羽]5年以来つぎつぎとそれらの荷作
が倒訳された。今日で1;1:.1在省が訳出した初14著作!srク
ピになった教師』を合わせると，実に12怖ものニイルの
訳J:を書底で手に入れることができる。筆おがかつ
て大阪市内の数日を対象にして行なった調査では，これ
らの翻訳を通して.かなり多くの人がニイルの教f.'思想
にふれているこ とがわかるJ
しかしながら，ニイルがこれら教育に関する~~物の{也
に. fl~冊かの~，15 を ~fいていることは.あまり主11 られて
いなし、残念ながらこれらのフィクション1;1:.今までの
ところ 1冊も訳されていないし，また，その内谷をくわ
しく紹介した人もいない 2 これらの司口舌を年代目闘に認
すと以下のようになる。
The Booming o( Bunkie， 1918 
Carroty Broon， 1921 
A Domi1lid Fiν1.'， 1923 
The Last Mall Alive， 1938 
最初のTheBooming o( Bunkieは， イフセンの『民
衆の敵』をかなり15J践して:!}かれたと忠われる風刺小必
である。 2書日のCαrroty Broonは，いわlぱu内1げ{伝云r小!ト、;
であ η' 主人公の「赤ちのブルーン(ブラウン)Jは，
少年のころのニイル白身であることはすぐ分かる どこ
( 1 ) 
か他の子どもとは違っていて.:tE想併があるこの愛すべ
き少年は，やがて信仰にたいする島心、や，親しい妹の死
などを経験しながら少しずつ成長していく 。この童話の
内容は.ニイルの自伝 rニイルのおパカさん』に2fかれ
ていることとよく符合している
A Dominid Fiveと TheLasl Mαn Aliveの2作';1:，
(その文学的価値はともかく)ニイル独得のものである。
つまり，
1 .ニイルが白分の学校の生徒たちに結ってきかせた
創作賞話である。
2. きき手の子どもも， ~li し手のニイルも，ともに物
語の主人公として実名で登場する。
3. f-どもたちの反応を見ながら，あるいは子どもた
ちの要求を受け入れながら作られた物語である。言
いかえれば，きき手の子どももストーリーの展開に
fH娠がjに参加している。
第 lの持色.つまり，自分の子どもや生徒に語りきか
せた「おはなし」から生まれたということは，特別にと
りあげて論じるほどのことではない このようにして成
立した益活は.それほどめずらしくはないからである。
( rふしぎの国のアリスJ rウォーターシップ ・ダウン
のうさきソなど)しかし.きき予とおし手を登場人物と
し， しかも，きき手の子ども と共に作った「おはなし」
として出版されたものは， f也にあまり例をみないのでは
会いかと忠われる。
この論身では.これら 4つの蜜おのうち，とくにあと
の2編， つまりADominies Fiveと TheLα51 Man 
A/iveについて紹介し，そこに総められたニイルのJ岸本
的な考え Jを盟主砲してみたし、。もっと も，書E者l主児m文
学を l早I文しているものではなし、。したがって，これらの
物認を文学作品として考察するつもりはない。この小J
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で日月らかにしたいのは，むしろ，一人の教育家としての
ニイルカ〈これらの「おはなし」によって何をねらって
いたかということである。換言すれば.ニイルの童話の
文学的価値について検討するというよりも，その教育的
意殺について考祭することが本稿の主要なテーマである。
ニイルの著作における文学と教育
さで，ここで取りあげるニイルの 2 編の童~5の成立過
程や権成について論じる前に，まず，ニイルの著作活動
全体において，これらの2童話がどのような位鐙をしめて
いるかについて大まかに検討しておこう。
ニイルは第一次世界大戦後ドイツにわたり， ドレスデ
ンの郊外で新しい学校づくりに参加して，そこに小規模
な国際学校を設立した。これが現在も存続しているサマ
ーヒル ・スクール(Summerhil School )の前身であ
る。そして彼は，この自分の学校での思い切った実践に
よって，すなわち，子どもたちにできるだけ「自分自身
の生き方をする般利」を認めることによって，今世紀に
おける最も大胆な教育家として知られるようになった。
しかしながら，ニイルは最初から教師としての道を志
したのではなかった。たしかに彼は16.歳で「見符い教師」
になり，その後，いくつかの初等学校につとめたけれど
も，教師としての将来に不満を感じ(i皮の教員免許は最
下級のものであった)，ほとんど独学でエジンパラ大学
に入学したのである。 25aの時であった。大学でニイル
は.著述によって身をたてることを夢みるようになり，
いくつもの新聞に投稿した。最終学年になると，学園誌
The Studentの編集長になっている。i皮の学友の証言に
よると.自分のペン・スケッチを絵ハガキにして出した
こともあるらしい。3)ニイルは大学学業当時をふりかえ
って自伝の中で次のように脊いている。
-・その当時の私には，これからどういう仕事をした
らうまくいくかということがはっきりわかっていなか
った。 とにかく，ものを舎かな くてはと思ったけれど
も，さて{可を2J:くべきかさっぱり見当がつかなかった。
Jl付、小説か，それとも随筆か……。払lま自分のライフワ
ークが，本を~くことよりも，子どものめんどうをみ
ることになろうとは考えてもみなかった。叫
正直にいって，私は学士号は得たけれども，それを
どのように利用したらよいのかわからなかった。ただ
はっきりしていたのは，教師にだけはなりたくないと
いうことであった。日
童
( 2 ) 
学
しかし，ニイルはやはり教職に帰っていった。彼はジ
ャーナリズムの世界にすすみ，ロフドンの雑誌社につと
めたけれども，第 1次世界大戦の勃予告のためにその雑誌
社が倒産し，ょうやく得たのが，郷里スコ y トランドの
ある公立小学校の臨時校長という職だったのである。し
かしニイルは，このとき以来，真剣に教育について考え
るようになった。
今日，教育界の異端-dと知られるようになった男が，
実はジャーナリズムの世界でもうまくいかず，軍隊に
人る勇気もなかった，というだけの用由で教師生活に
入ったということは，こっけいなことに忠われる。し
かしその私も，グレトナ・グリーンの学校へきてから，
生まれてはじめて教育について考えをめぐらすように
なった。剖
ニイルl主，自伝の中でこのように述べている。しかし
彼は，ものを舎くという夢をすてきれなかった。そして
彼1;1:，教師としての生活と，作家あるいは若.述安になる
という望みを，教育に関する自分の真剣な省祭について
3くというかたちで調初させることになったのである。
こうして世に出たのがA Dominie's Log， 1915 ( r教師
の手記J)と，A Dominie Dismissed， 1917 ( rクピに
なった教師J)である。これらは，いずれも古い教育に
たいするニイルの率直な疑問と批判をテーマにはしてい
るけれども，そこにはさまざまな文ヲ的趣向がこらされ
ている。つまり，随筆あるいは肩のこらない読みものと
しての効果をねらって，教育上の議諭と，軽い持活とが
交Eに展開されている。
I，ic!ないし手記というスタイルをとりながら，実際の
できごともフィクション化されているし，また.架空の
人物も多く登場する。とくに A Dominie Dismissedは，
全くのフィクションであって，ニイルの実際の生活の記
録というにはほどとおい。 (この本は.軍隊生活の中で
舎かれた。)この2冊につづく 2つの手記 ADominie i'1 
Doubt， 1920 ( rまよえる教師J)とA Dominie Ab，.oad， 
1922 ( r国をとび出した教師J )も似たような特徴をも
っている。(ニイルがこのころに 2作の童治を3いたと
いうことは既にのべた。)
要約すれば，ニイルは.最初は教育者となることより
も，作家あるいは著述家として身をたてることを志して
いたのであり，そのことが，彼が再び教職についたあと
も，文学作品としての童話を書き，また，教育について
の手記にもいろいろな文学的経向を試みさせることにな
ったのであるρ、っぽう，The Booming of Bunkie (rノ〈
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ンキーのにわかr;t-;aJ)や CarrolyBroon ( r赤毛のプ
ルーンJ ) IJ.文学作品として，守かれたとしても，その
主要なテーマ!ま，教育の問題と深くかかわっている。す
なわち.，jir Ii Iム ー人ひとりの人間がデマや風汗にまど
わされ，また.伝統的なものの身え }jにとらわれて. n 
分自身のものの見)jができないでいる姿を風刺したもの
であり f'走行は人の赤毛の少年(すでに述べたよう
にモデルはニイル打身)の成長を描いたものである。こ
れから紹介する 2筋の童話も，ニイルのふたつの関心，
つまり文学的興味と教育上の問題意識とがうまく統ーさ
れたものだと 3えるであろう。
A Dominies Five (1923)の成立過程，
登場人物，ストーリー，その他
この本は. 1923年，ニイルが国際学校をドイツからオ
ーストリーのチロルJ也}jに修したころに出版された。ド
イツにいたころに，生徒(13人)の中の英語をしゃべる
子 (7-14才)を佃子にニイルが語りきかせた「おはな
し」をまとめた創作直話である。
この物JEの登場人物は!I~t し手のニイルと，きき予の
5人の許どもたち自身で，彼らはみな実名でそ:}')易する。
その他に，架空の人物でアメリカ人の大金待ちパイクラ
フトがー行にくわわる。
物語は，ニイルが，すばらしい大型のくるまを発明し
たところから始まる。このくるまは.車体はガラスで.
水の kを&ることもでき，エンジンはラジウムで動〈。
時速560キロのスヒードが出る。運転lま自動的に行なわれ
る。つまり運転手がE員の中で考えたとおりに動いてくれ
るので，操作する必要がなp。中にはいくつもの部l廷が
あるv このtドはあとで，空も飛べるように改造される
，1'はこのくるまであちこち官険に出かける。まずア
フリカへ行き.大人 2人をのこして子どもたちだけで砂
漠を備断し.lt.i.族におそわれたキャラパンを紋出したり，
'Oi人とたたかったり， ライオンのも、れとたたかったり，
人食い人組の村に入ったり，スリルにみちた生活がつづく 。
さらに，ブラジルのアマゾン川上流へ行き，インデイ才
のあらそいにまきこまれる。次に，スコ γ 卜ランドの府
城の務省のJ也F宅で占いI也図を見つけ，それをたよりに宝物
さがしに出かけ，ようやくみつけるが，ヰまが故障して北極
閣を深if.t.アラスカについてオオカミのも、れにおそわれ
る しかし.どうにかオオカミをたいじして一行はぷじ
学校へ反ってくる
きき予の{-どもたちは.ききながら.いろいろな反1.0
をぷす きさ人る，笑う，鴛くといったごくふつうの反
( :'1) 
応、から，話の中日未にたいする不満や注文にいたるまでさ
まさまである。ニイルは，これらの反応を物語のあいだ
に婦人している。それを読むと，i.皮が.i主芯ti菜く子ども
らの反応、を読みとって，物語を柔軟に展開させているよ
うすがよくわかる。ひとつだけ引用してみよう。
The Story 
(ニイルの発明したくるまの説明) …ー・この鋼鉄製
のタイヤは，ふつうのタイヤとまったく同じでした。
空気を入れてふくらませるのです。でも，ぜったいに
バンクなんかしません。もちろん道がわるいときには，
このずイヤをはずして，キャタピラーにとりかえるの
です。キャタヒラーl.t，ふだんは唱のボディのドにし
まってあり ます。
Interruption (子どもの反応)
ここで，デ1).; 7がジェフリーにヒソヒソとささ
やいた。
「償問銑もついているんだぜ，きっと。了jJiポンド
の百万{脅かけてもいいぜ。 J
Story 
ノfイクラフトがたずねました。
「ところで.その無線のアンテナの備についてるのは
いったい何なのかね。 」
「あれは機関銃さ。このくるまには機関銃がみつつつ
いでるんだ。他のふたつl.i，運転席の僚と， ，1J.ljPf:i[の
うしろにある。」
と，発明家(ニイル)は言いました 7
子どもたちは，もっとはっきりとストーリーの展開に
ついてi主文をつけることも多い。
「もっと機関銃をつかわせてもらいたい。」
「ジルベールは話のじゃまをするから，消してしまっ
てくれ。」
「ニイルばっかりいいカッコするのはずるい。」
「人食い人種やライオンとたたかわせてほしい。」
「こんなところで話を終らないで，宝物の地図を見つ
けるところまで認してしま ってよ。 J等々 。
これらは.p-fれも物語の筋に関する子どもらの婆求
である ニイルは，こうした婆求にこたえながら，ある
いは，わざとじらしながら話をすすめていく もちろん，
こうした注文だけでなく .子どもたちの細かい反応，た
とえば炎惜の変化なども，ニイルはj主芯:深〈兄ているの
である。
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このように，この「おはなし」は，きき手の子どもと
いっしょに作ったものである。しかも，子どもらが「お
はなしづくり」に参加しているようすも古かれていると
ころがこの本のユニークなところである。なお， この本
には，Free Schoolとい う副題がついている。
The Lasl Man Alive (1938)の成立過程，
登場人物，ストーリー，その他
この物語は，その誕生そのものに子どもたちがたいへ
ん大きな貢献をしている。つまり，子どもたちとの実際
の会話の中からこの物語の基本的な設定が生まれたので
ある。ニイルは.その様子を次のように記録している。
「今夜はどんなお話をしたらよいかわからない。私
の想像力はひからびてしまったよ。」
と，私 (ニイル)1ま言った。
「百万長者のパイクラフ トのお話のつづきをしてくれ
ないワほら，A Dominies Fiveのつづきょ。」
と言ったのはペティである。するとマイケルが言った。
「ぼくにいい考えがあるんだ。生きのこったのはボク
らだけ，ということにしようよ。ほかのものはみんな
死んじゃうん足。」針
そこで子どもたちの間で議論がふっとうする。錐しい
のは，たくさんの死体を物語の中でどのように処理する
かということであった。ニイルは，パイクラフトの最新
式の飛行船で高度記録の更新に挑戦しているうちに， 地
上を車量色の雲がおおしヘあわてて降りてみると，人聞は
みな一人のこらず石になっていた，という設定で物語を
スタートさせる。(これで悪臭に悩まされることはない。
なお石になったのは人間だけ。)
生きのこったのは，ニイルとパイクラフト，それにき
き手である 8人の子どもたち(男5，女3，全員9歳)
だけである。子どもたちは，臆病な大人ふたりを尻目に，
さまざまな冒険を企てる。まず，そのもちぬしゃ売り子
たちの死んでしまった底から好きなものをもち出したり，
ロンドンの国会議事堂や王宮をわがもの顔で歩きまわっ
たり， 野生化したペットや家畜.それに動物園から逃げ
出したj孟獣とたたかったりする。さらに，たまたま緑色
の雲から難をのがれたシカゴのギャングや，スペインの
フランコ派の箪とも一戦をまじえる。最後は，地下で強
制労働させられていた凶悪犯の一味との壮絶な銃慾戦と
なり，双方ひとりづったおれて，最後にニイルだけカ笠き
のこってつぶやく rとうとう，みんな死んでしまったり
(この結末4こ， きき手の子どもたちが歯をむいて怒りだ
重
(4 ) 
学
したのは言う までもない。)
この物語にも，A Dominies Fiveと同機，子どもた
ちの反応が書きとめである。(もっとも，この本では各
章の最後にまとめであるのにたいし，A Dominies Five 
では，物語の途中に婦人されている。)もともと，子ど
もたちの思いつきをもとにして始められた話であること
もあって，子どもたちは熱心に注文を出している。ニイ
ルlま，子どもたちの要求や提案を受け入れたり，それら
を念頭において話をすすめたりしている。子どもたちは，大
へん鋭い批評をあびせ，ニイルはしばしばやりこめられ.
返答に困っている。
(動物には何の答も与えずに，人間だけ石に変える雪;
なんであり えないと，チどもたちにやりこめられたと
きの会話)
「だけど，そんな雲なんてありゃしないわよ。 J
と，イヴリンが言った。
「ほほう。 そり ゃけっこう。 そんな宴がありえないっ
て言うんなら，このお話はこれまでだからね。 J
ゴードンが歯をむいた。
「みろ，いろいろ文句つけられたもんだから，ニイル
のやっ，怒ったぜ。そういう雲があったことにしてや
ろうよ。」叫
また，子どもたちどうしのやりとりも大へんたのしい。
ひとつだけ紹介しておこう。この物語では生きのこった
のは自分たちだけだから，このままでは人類が絶滅して
しまう，ということについての男の子と次の子の会話で
ある。
デイピッドが言った。
「だけどさ，オレたちが大人になったら・・・チェ :1，
何でこった……考えでもみろよ，オレたちの結婚相手
lま，だあれもいないんだぜ，このおそろしいプスらの
l孟かにはさ。」
ロパー ト1;1:.，女のチらを見て， うんざりしたような
顔をした。
「そうともさ，デイピ y ド，ひどいプスだぜ，こいつ
らは。だけどょう，わかるだろ，こいつらと結婚しな
かったら， 人類は死にたえるんだぞ。パイクラフトに
アラビアの王さまになってもらって，ハーレムを作っ
てもらうようにしたらどうだい。そうすりや，万事オ
ーケーだぜ。」
するとベティが，大声であざわらった。
「あたしたちの夫になる人があんたらしかいないんだ
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ったら，人類なんて，すぐにでも滅んだ方がましょ…
.10) 。J
なお，この TheLαsl Man Aliveには，サマーヒル・
スクールの別の生徒が r，きし車会」を普いている。
NeiU w叫 $wing田gfrom bunch tO br:mch lik.e T:l市山
図-1 The Last Man ALiveのさしえ
ニイルの童話における基本的視点(1)
一一一おかしさとユーモア
以上， ニイルのふたつの童話の形式とストーリーにつ
いて紹介したが，次に，これらの物語の基本的な視点に
ついて考えてみたい。ここでいう基本的視点というのは，
ニイルが，今のべたような 「あ、はなし」を諮るときに，
いつも念頭においていた原則あるいは原理という意味で
ある。この基本的視点について考察することは，同時に
ニイルの童話の特色を明らかにすることにもなるであろ
フ。
きで，ニイルの物語を読んで，まず第一に感じること
は，これらの1勿語は， f可よりもまず rたのしむこと」を
目的として語られたものであるということである。言い
換えると，ニイルの童話には， 教訓lめいたところがない。
ニイル自身も，The Lαsl Man Aliveの序文で次のよう
に需いている。
この物語には道徳が合まれていなし、。これは，人の
心を高:ctなものにすることを円的とはしていない。こ
の物語は，興務とたのしさ(fun)を目的としているの
であるJ1}
これにたいして，われわれが子どものころから聞かさ
れてきた昔話には多くの教訓|が含まれている。よく 知1ら
れた1本の昔話で，勧善懲悪，親孝行，仇討ちなどをテ
( 5 ) 
ーマとしないようなものは大へん少ない。 (もっとも，
これらの物語も，その原始的な形では必ずしもこうした
性格をもっていたのではなく，江戸時代，明治時代にな
ってこういう道徳主義のよそおいがこらされるようにな
ったと言われているが。)ここにとりあげたニイルの童
話は，いずれもスリルにみちた官険物語であり， 子ども
をよろこ lませるための ~liである。
また，ニイルの童話[主，ユーモアにあふれている。そ
れは，単なる語呂合わせやだじゃれから，人生の機微に
ふれるようなものにいえるまで多種多様である。また，
ニイルのユーモアには，子どもにで、もすぐ分かるような
ものと， じっくり3売んではじめて，そのおかしさがにじ
みでてくるものとがある。
よく晴れた夏の午前中のことでした。ニイルはテニ
スコートの芝の上で授業をはじめました。しばらくし
て， ジーンカヲ合畿でニイルのあばら骨をつっついてニ
イルの目をさまさせました。
「電報らしいわよ。J12) 
これは，The Lω1M仰 Aliveの冒頭の部分である。
何気なく舎かれているこれだけの文章でも，注意深〈読
む人には，少なからぬおかしさが感じられるはずである。
つまり，
①天気がいいので，ニイルは教室から出て戸外で授業
を始めた。
②ところが，そのうち自分自身がねむり込んでしま っ
た。
③ジーンがニイルのあばら骨をつっついたのは，ニイ
ルが上半身はだかで授業を始めたからである。
@ニイルはやせていで，あばら骨がとひ刊している。
原文ではわずか3行半の文章の行聞に.これだけのお
かしさがもりこまれているのである。ニイルの童話には，
このように，大人でないと感じとれないユーモア，ある
いは注意深く3売まないと見落してしまうようなおもしろ
さがある。もうひとつだけ引用しでみよう。
(人食い人種の大事を機関銃で皆殺しにしたあとで)
その1のことを思い出してイヤな気分にならないも
のはありませんでした。だれかがちょっとでもあの大
rg殺のことにふれると，みんなおちつかなくなるので
した。そして，言いわけしたのです。
「そ うだとも，たしかにオレたちは入手生しをした。
でも，ほかにどうしようもなかったじゃないか。友だ
ちをすくわなくっちゃならなかったんだもの。J13) 
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イギリスの国民が.第一次大戦のとき，似たようなこ
とを言って，戦争に加わったことを自己弁護したのを皮
肉っているのである。このように.ニイルの童話は，大
人でも十分にたのしめるように工夫されているのである。
( The Lα51 M削 Aliveには r7歳から70.歳までの
チどものためのお話」という副題がついている。)
ところで，ニイルはおかしさをかもし出す手段として，
物語の中で，大人や権威ある人間をやり玉にあげている。
また自分自身を笑いのタネにしている。このことについ
ては，あとで再び取りあげることにする。
ニイルの童話における基本的視点(2)
一一文明批判，社会批判
ニイルは，物語の中に教訓をもちこむことをさけ，ま
ず何よりもたのしめる物語を作ろうとした。しかし，だ
からと言って，ニイルの童話の中にi皮の思想や世界観が
全くもりこまれていないわけではない。むしろ，伝統的
なものの考え方，西洋文明.そして社会や政治の現状な
どについて，しばしばたいへん痛烈な批判が加えられて
いるのである。ニイルがきらったのは，意図的にせよ無
意図的にせよ，チどもを既成の規範の枠にはめることを
ねら った童話である。彼は，子どもたちがそうした伝統
的な価値感の制約から解放され，自分たち自身の生き方
のつみかさねの中から，自分たち自身の世界観を形成す
ることを，自分の教育活動の究極の目的としていたので
ある。(この点については，本紀要第24巻および第17巻
所収の拙稿を参照されたい。)
A Do間iniesFiveの中から引用してみよう。キリスト
教文明にたいする大へん思い切った批判である。
(デリ γクが人食い人種の村でキリスト教の伝道を
はじめた。)説教が終わると一人の老人が説教壇のと
ころへやってきて，深々とおじぎをし ました。
「白人のおぽっちゃま，ちょっと質問させていただ
きたいのでございますが……あなたさまの国では戦争
はございますでしょうか。」
「ああ，あるとも。」
と，デリ γク1;1:こたえました。
「では，盗みはございますか。他人にひと'い仕打ち
をする人はございますか。人殺しはいかがです。ウソ
をつく人はいらっしゃいませんか。 J
デリ γクは，白人たちは盗みをするし，ウソをつく
し，人殺しもすると認めないわけにはいきませんでし
h ，-。
重
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学
「それでは，私どもの神さまも，ぽっちゃん方の神
さまに負けないくらいりっぱな神さまですわい。」
老人はそう言って，むこうへ行ってしまいましたJ“
ニイルは，The Lasl Man Aliveでは，子どもたち
にパγキンガム ・パレスや国会議事堂の中をわがもの車両
で歩きまわらせることによって，高貴な人々や大政治家
たちを笑いのタネにしている。(さすがに，国王の石像
は登場しない。)また，国じゅうでたった一人しか生き
のこっていないのに，いっしょにくらそうというニイル
たちの誘いに応じようとしないドイツ人フリッツを登場
させることによって，ナチス・ドイツの気遣いじみた同
家主義を画期笑している。ニイルの教育を論じた著作の中
には，広い意味での社会批判がみられるが，これらの童
話の中にも閉じような内容が，直接的に，あるいは間接
的にもりこまれているのである。
ニイルの童話における基本的視点(3)
一一感情の解放，自我の欲求の充足
ニイルの童話における第三の重要な原理は，心E理学的
なものである。つまり.ニイルは自分の「おはなし」によっ
て，子どもたちのもっているいろいろな感情的抑圧を発
散させ，同時に，子どもたちの自我の欲求をみたしてや
りたいと考えたのである。
たとえば，子どもたちはニイルに， しばしばもっと機
関銃をうちまくるようなスト ーリーにしてもらいたいと
せがむ。そして.機関銃を乱射して人食い人種や盆献を
たおすように筋を運ぷとよろこぷ。これは抑圧された攻
~性の問題である。物語の中で機関銃を乱射したところ
で，実際の攻慾欲(ニイルの仮説あるいは信念で1;1:，こ
れは決して生まれっきの欲求ではない。)が全面的に解
消されることはないが，少なくとも軽減させることはで
きるかも長日れない。
またニイルは，自分の「おはなし」によって，子ども
たちの「カへの欲求」をみたそうとしている。つまり，
他の人から認めてもらいたい，能力ある存花としての自
分を感じたい，というような欲求である。(ニイルは.
人間の基本的欲求を性的なものとみる正統フロイ卜派に
たいして批判的で，自我の欲求を重視するアドラーの説
に共感を示している。)この欲求の充足は，まず第一に，
何よりもまず，きき手の子ども自身が実名で物語の主人
公として登場することによって可能になる。チどもたち
は，自分の物語の中に出てくるだけで大へんよろこぶの
である。
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第二に，子どもたちの「力への欲求」は，向分たちが
物語の中でじ由うぶんに活Z揺させてもらえることによっ
て満たされる。ふつうの口険小説などの均合では， 子ど
もたちは E人公と向分を同一税することによって，この
欲求を充足させるのであるが.ニイルのおおのJ結合lま.
自分カ守i(接的にいろいろな治E掃をさせてもらえるので，
彼らのil~足感はいっ そう大きい。 もっとも，それだけに ，
語り予にはこまかい心づかいが要求されることになる。
fどもらの一人一人の個性やニーズをよく杷燥している
必要がある。ニイルは，The Last M仰 Aliveでは，
ひごろ劣写感をもっているロパートという少年に.とき
おり特別に大活蹴させるというような配慮をしながら話
をすすめている n しかし a般に複数の子どもを相予にし
ている均合に!i . なるべく公'l'-に活"U~させるようにも注
意しなけれ[まならなL、。 (ニイルは.活腕の機会をなる
べく公平に与えるようにしているが.物語の性質 1:.ど
うしても男の子らのはたらきにウェートがかかることに
なり，ム-のチらはいJf支も不平をのべている。)
ニイルがチどもたちに力を実感させる別の方法として
用いているのは.物EEの中でニイル自身を笑いのずネに
していることである。物語の中のニイルは.臆病でしば
しばへマをする愛すべき先主として登均する。サマーヒ
ルの校長であるニイ Jレは， 子どもたちにとっては彼らの
父親の代用 (あるいは象徴)である。彼は，その臼分を
愛すべき臆病者として描 くことによって.子どもらが大
人や父親または俗h並行たちにいだいている無道:織的なえま
f市をとりのぞこうとしている。そうすることによって，
ニイルは.子どもたちに.大人との非情威主主主的てら幸福
な人間的交流の経験を与えようとしているのだと言える
であろう
以上を要約すれば，ニイルの物5吾は，心E里学的にみて.
次のような意認があると言えるであろう。
(}) +どもたちのかくされた欲求の発見
(21 その抑圧された1$悩の発散
131 自11の欲求の充足
(41 あたたかい人間的交流の体験
つまり，ニイルの r.おはなし」という活動は.ひとつ
のユニークな形態の心J'I1療法と兄ることもできるのである。
~お\ここで論じている 2つの作品の中では， A Dominiけ
Fi仰の}Jが心f里乍的関心が強〈感じられる。このころ
のニイルは.精神分析の理論と技法に大きな影響を受け
でいたからで‘ある。
( 7 ) 
結論
はじめに述べたように，この論考!まニイルのti!J，T;の文
学的価値を論じようとするものではなく .一人の教育家
としてのニイルカ久 子どもたちを4日予にこれらの可~~舌を
語ったときに，いつも念頭においていたのは何であった
かについて考察しようとするものである 筆告は.その
基本的視点として，次の3点について特に強調した。
I お、かしさとユーモアにあふれた殺しい「おはなし」で
あること。言い換えると，ニイルの竜話には.教訓|
的与ものが排除されていること。
2. しかし，古いものの見方や現代文明などを笑いの
タネにすることによって伝統的な価値観を痛烈に批
判していること。
3. きき手の fどもを物語の中に登I坊させ， i古制させ
ることによって，チどもたちの抑圧された感情を解
放し，自我の欲求の充足を窓図していること。
-3で言えば.このような夜話によってニイルは.-f
どもたちを社会的および心JlJl的な抑圧や拘束から Fども
らを解放し，チどもらが自由に，そして般衛的にn分自
身の人生にのりItHしていくための一助としようとしてい
ると忠われる。つまり，この前1!1は.大人や社会による
さまざまな拘束や抑l正あるいは巧妙な傑作品、ら子どもを
解きはなち.自分自身の生き方と1世界観を形成させよう
とするニイルの教育留学のひとつの実践形態であると言
ってよい。
なお.きき手の子どもらをn:.t易させ. しかも Fどもら
の反応をみながら作っていくという rI$，l，T;Jの意災と方
法については，鍛おも実践的に共同研究をすすめている
が .その成集については別に綴Pましたい
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Summary 
A. S. 1、leil，the mosl radical educator in our century， wrote four stol'ies for chilal ~n as well as many 
books on his ideas and practice. T¥Vo out of those four， A Domi1lid Five， 1923， The Last Mα11 Alive， 1938， 
are very unique， because they have the listners as lhier characters， and because Neill told these stories 
listening to childrens crit icism and demands. 
The quiding priciples of these stories are 
(a) fun and humor， 
(b) criticism of traditional values. and 
(c) psychological release of children 
These principl es were drown out of the same ideas as those of Neills philosophy of education. 
( 8) 
